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みずからの不勉強をさらけ出すようでお恥ずか

しい次第ですが，このたび当欄に寄稿するように

とのお話しをうかがった時，なにか，久しぶりに

OR という言葉を聞くようで懐しい思いがすると

ともに， rあっ，しまった /J というような後悔に

似た苦い思いが脳裡をかすめました.

このところのQC熱でQC 心全社的導入に憂き

身をやっしているため，それに少し自分の脳も弱

くなってきているせいもあって，いわゆる，わか

りやすい rQC入門」的な初等科に再入学してい

るためか，かつてほんの少しではあったが，それ

でも「これこそ」との思い入れをしてやや真面白

に勉強したことのある ORを，すみつこのほうに

押しやって仕舞い忘れていたからである.

はたして自分だけの迂闘さであれば幸いだがと

気になって，さっそ〈何人かの技術系社員に，rL 

PJ や「シンプレックス法」や「モンテカルロ法j

といったOR術語をもち出して話しかけてみた

が，残念ながら「えーっと，それは……」といっ

た調子で話がつづかない.少ししょげかえってい

たところへ， rそうはっきり跡切れたわけで、なく，

やっている人は今もやってますよ」とか「あの部

ではよく使ってますよ Jr彼もやっているはずです

よ」といった言葉もかえってきて，少しは慰めら

れはしたものの，やはり経営サイドにいる者がも

っと意を用い身を入れてつね日ごろから声をかけ

てし、かないと，せっかくのものも跡切れてしまう

ものだとの感を深くし，反省させられました.

複雑な企業環境，きびしい競争条件下に置かれ

ている現今では，戦略的経営が強く要求されると

ころであり， ORがその役割を最もよくはたして
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くれるはずであるのに，なぜこんな状態になって

いるのであろうかと思い，今度は別のグループに

同じような質問を試みてみたところ円、やー OR

はむずかしくて……J r今はQCで精一杯ですよ J

との答えがかえってきて，なかなかOR党にめぐ

りあえない.

私たちがQCを習いはじめたのは戦後しばらく

して「米軍の抜取方式による検査j というテキス

トであったように記憶する.デミング博士やデュ

ラン博士が次々と来日されていろいろな講習会が

開かれ，新しい夜明けに似た感覚をもって聴講し

た.講義では統計的手法を大変わかりやすく実地

に則した例題を引L、て教えていただいたが，そこ

で教えてもらった参考書で家に帰って勉強してみ

るとこれがなかなか難解で手につかない.それで

も会社で私たちいわゆる若い連中が集まって現場

データを集めたり，実験データをたくさん並べて

手まわし式の計算機をガリガリとまわし，算盤と

筆算も使ってわいわいとやったものでした.

その後どうして中断してしまったのか記憶はう

すらいでしまったが，経済の急成長とともに何と

なく日の前が忙しくなり， 仁場での増産活動や設

備の更新や増設等々で，いつのまにか現場の管理

図表など若干のものを残すのみで、忘却のかなたへ

といってしまったようだ. J::役の人からも QCに

ついての話はとんと沙汰やみになってしまったの

であろう.それでも技術系の新入社員には「スネ

デカーの統計的手法」を教科書として教えたり，
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社員研修の過程では「実験計画法j を教材として

用いたり，工場現場でのQCサーグル的小集団活

動もつづいていた.

そのような状態のところへ今度はOR という新

しい手法がわれわれの眼前に現われ，大変な興味

をもって参考書も買い込み，講習会にも足を運ぶ

ようになりました.この頃には工場の生産活動は

さらに活発になり，新工場の建設も加わっていろ

いろな能力の機械設備の組合せや原材料資材の調

達補給等々ちょうどORにふさわしい問題をかか

えていたこともあって，線形計画法，在庫模型，

配分模型等々，乱数表をもち出したりサイコロを

振ったりしてレポートをいくつか提出したもので

した.当時は幸い手まわしの計算機に替って，今

の押しボタン式電話器のような計算機が手もとに

あり，カチャカチャと指先で叩いていくと答がレ

シートのような紙に印字されて出てくるので，計

算には大変助かりました.

しかしこのようなOR熱もまたいつしか私たち

の手許から遠ざかってしまいました.熱しやすく

冷めやすい日本人の常などと呑気なことをいって

いる場合ではないが，当時はせっかくレポートを

出しでもあまり採用されず，労多くして功少なし

と投げ出してしまったのかもしれません.

その後時は移ってオイルショックをむかえ，世

は一転して効率化，合理化，特に省エネが強く求

められる時代となり，ムダ，ロスの発見とそれを

つぶすことが最大の案件となり， QCサークル，

小集団活動が恰好の場を与えられ，全員参加の今

日のQC復活へと進んできました.今頃になって

あの時にずーっとつづけてやっていればよかった

のにと後悔の念にかられることしきりなものがあ

ります.

ところで，このように初期のQCやその後のO

Rが私どものところで、なぜつづかなかったのかと

思い直してみると，まずトップの理解ということ

がすぐに出てくるようですが，それよりも両者と

もに共通して数学的処理が大変むずかしく，技術
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系の人のみが勉強してとり扱っていたこともその

一因と考えられます.統計的計算，数学的処理に

かたより，全社的な拡がりをもたないままに過ご

してきたためではないかと思われてなりません.

今日のQCは経営管理技法として，技術系だけ

でなく管理部門，営業部門にもおよんで全社的な

総合的品質管理となっており，実際の問題を広く

とり扱って効果をあげております.平易な入門書

も数多く出版されていますし， QC七つ道具とい

われる手法は比較的数学に弱L、人にも使われてい

ます.

しかし今日の戦略経営にはこのような簡単な手

法だけでは必ずしも解は見出し得ず， QCにおい

ても新七つ道具といわれる複雑な技法が出てき

て，このあたりになると OR とかなりオーバーラ

ップしてきます.

企業戦略にしてもその中の各部門の活動にして

も産業全体・企業全体に関わり合いをもち相互に

影響し合うところがきわめて大きいものとなって

いる. r風が吹いたら桶屋が儲かる」式のことが随

所に現われてくるし，因果応報や輪廻の図式も今

日ではきわめて複雑なものとなってきています.

ORは組織の分化にともなってそれぞれの組織

の活動や機能の交互作用や影響の連鎖について考

えるところから出発しつの部門が他の部門に

およぼす影響が，さらに次の部門または企業全体

にどのような影響をおよぼすかを考えてゆき，さ

らにはその企業におよぼす影響が次に産業全体に

およぽす影響を考えて，その中での最適解を見出

すというように技法が進歩してきたわけで，連鎖

問題を含めた全体としてのアプローチに最も適合

したORは，今日その有用性はきわめて大きいも

のとなっているといえるのではあるまいか.複雑

な計算も今日では幸いコンピュータが手許にあ

る.経営トップの理解が得やすく，企業全体への

拡がりがしやすいような，なにかうまい工夫がな

いものであろうかと，甘えるようだがお願いして

みたいものである.OR さん出番ですよ/
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